
待
望
の
校
舎
完
成
 

川
倉

小
学
校
 

多
目
的

ス
ペ
ー

ス
 

 

	 HHI III目目田 広報かなぎ 

 

危
険
校
舎
の
対
象
と
な
っ

た
こ

と
に
伴
い
、
改
築
中

の
川
倉
小
学

校
の
校
舎
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
 

全
校
生
徒
九
十
三
人
が
新
し

い
校

舎
で
新
学
期
を
迎
え
ま
し
た
。
 

新
校
舎
は
、
平
成
四
年
度
か
ら

総
事
業
費
三
〇
三
、
五
〇
九
千
円

を
投
じ
改
築
工
事
が

進
め
ら
れ
て

い
た
も
の
で
床
面
積

一
階
八
六
七
 

・
八
七
四
ば
、
二
階
八
三
〇

・
七

三
六
び
の
木
造
二
階
建
て
の
モ
ダ

ン
な
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
 

新
校
舎
の
特

徴
は
、
町
の
特
産

で
も
あ
る
ヒ
バ
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
木
造
の
校
舎
で
、
玄
関
を

入
る
と
広
い
吹

き
抜
け
の
ホ
ー
ル

が
あ
り
、
東
側
一
、

二
階
の
廊
下
 



玄関を入ると広い吹き抜け 

ー
ー言
 

一
 

‘ 肩破一 
半りこ劃‘】隠”夢 

ーマ~プてーー ー 

ピ
カ
ピ
力
の
教
室

に

ピ
カ
ピ
力
の
一
年
生
 

は
通
常
の
二
倍
近
い
広
さ
の
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
。
二
階
廊
下

天
井
の
明
り
取
り
の
窓
か
ら
差
す

日
差
し
は
ヒ
バ
の
あ
た
た
か
さ
を

一
段
と
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。
 

今
年
度
中
に
は
、
全
校
生
徒
と

職
員
が

一
緒
に
昼
食
が
と
れ
る
食

堂
棟
と
バ

レ
ー
コ
ー
ト
が
二
面
と

れ
る
体
育
館
が
完
成
す
る
予
定
で

す
。
 

電
 ?

 
,
 

 

「 

<
 

 

 

大きな壁も総ヒバ 

天井には明り取りの窓 

広報かなぎ“川川川mmー‘・・ 

浦
町
に
 

車
の
待
避
所
完
成
 

こ
の
ほ
ど
町
道
神
明
町
2
線

（
 

妙
乗
寺
わ
き
か
ら
川
倉
方
面
に
抜

け
る
道
）
に
車
の
待
避
所
が
完
成

し
ま
し
た
。
 

今
ま
で
こ
の
道
路
は
、
車
が

一

台
通
る
の
が
や
っ
と
で
、
広
い
と

こ
ろ
ま
で
バ
ッ
ク
し
た
り
、
通
行

に
不
便
を
来
し
て
い
ま
し
た
。
・」
 

れ
を
解
消
す
る
た
め
、
車
二
台
分

の
待
避
所
を
作
っ
た
も
の
で
す
。
 

待
避
所
が
で
き
た
お
か
げ
で
車

が
楽
に
交
差
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
に

通
れ
る
と
評
判
は
上
々
で
す
。
 

車が2台入れる待避所 



⑥
印
は
会
長
 

⑥
印
は
副
会
長
 

〇
印
は
常
任
委
員
 

金
木
地
区
 

本
 
町
 

角
田
 
正
男
 

栄
 
町
 

松
橋
 
隆
三
 

田
 

町
 
田
中
嘉
右
工
門
 

⑥
南
 
新
 
町
 

山
崎
 
昭
一
一
 

平
成
五
年
度
の
行
政
協
力
委
員

会
総
会
が
四
月
二
十
七
日
に
開
か

れ
会
長
山
崎
昭
二
、
副
会
長
小
野

元
靖
、
須
崎
震
光
、
伊
丸
岡
兼
作

の
各
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

行
政
協
力
委
員
会
は
、
町
行
政

の
円
滑
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向

上
を
図
る
た
め
、
各
町
内
か
ら
委

員
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
方
を
町
長

が
委
嘱
し
た
委
員
で
組
織
し
て
お

り
、
現
在
9
8名
の
委
員
が
い
ま
す
。
 

山崎昭＝会長 

0 	 0 
若若若新浦西東寺川 米小小北朝

松松松 
町町町富 	 端 町町新町 
= ― 一 

北 

新 町 津

島 照光 

小

川町一区 

長内 誠

治 

小

川町一一

区 木
村

不一一

男 

区区区町町町町町町町区区町区区区区区区区区町 
神明町一区 

石

戸谷 

誠 

神明町一一区 

桑田 重一 

朝日

町一一

区 津

島 信

一 

野木長津津秋桑石角葛黒鳴小角 中磯 白
宮村内 島 島元 田 戸 田西滝海野田 谷野川 

二誠照信金重 金代 昭元、ソ定光昭
進男 治光一則一誠男志登治靖工雄久男 

⑨
下
 
山
 
道

美

晴

町
一

美

晴

町
一
一
 

上
 
山
 
道
 町

駅
 
裏
 
団
 地

〇
中
山
道
町
一
区

中
山
道
町
二
区
 

町
 
津
島
昭
三
郎
 

藤
元
 
昭
造

山
田
 
正

一

阿
部
 
定

一

花
田
柾
五
郎

山
崎
 
善
司

田
中
 
寿
代

田
中
 
良
逸

蒔
田
 
と
き
 

昭
和
町
一
区
 

葛
西
喜
代
志

昭
和

町
一
一
区
 角
田
 
金
男
 

朝
日

町
一
区
 

秋
元
 
金
則
 

0 
上神下上朝 

藤 蒔蒔 日 
団 

枝原 田 田地 

若
松
町
四
区

〇
見
 
崎
 

町

〇
三
 
軒
 

町

上
 
沢
 

部

〇
下
 
沢
 

部

旭
ケ

丘

一
区

旭
ケ

丘

一
一
区

旭
ケ

丘

三
区

大
 
東
 
ケ
 丘

雲
雀
ケ
丘
団
地

第
二
金
木
団
地

芦
野
団
地

一
区

芦
野
団
地
二
区
 

パラ 

新
堤
町

一
区

新

堤
町

一
一
区
 深

田
 
昭

大
澗
喜
代
美
 

	mHHII川川川 広報かなぎ 

(
 

(
 

町
と
地
域
住
民
の
パ
イ
プ
役
 

平
成
五
年
度
行
政
協
力
員
決
ま
る
 

小秋斉 田角 工工千角 白 白角 北 白 白 小竹葛
山 元藤中 田 藤藤葉田 川 川 田 沢川 川 笠内西 
内 	 弥千 	 原 
正繁定賢 シ勝三津正春 憲清幸勝 義幸 
一雄ーー y 栄郎子由雄嶺美一雄美茂道イ 

@00 0 0 	 00 
新下上後畑車冷本下上下上下中上下中上東 

二肥“古＋ 誠 口 古 	 ー新新派派派 
m,． 	 和和 	 栗栗栗 
町 

町 町町中町水町町町町町立立立崎崎崎町 
'I' 

須山 内土鳴山今原沢今今棟鎌阿平伊工松中金 其松中 中 白 

	

崎内海岐海中 田 田 	方 田部井藤藤川 村沢 田橋谷谷川 
嘉 	 喜 巳 	 兼重 	・マ 

馬一清俊せ徳代清之政兼柾善正四次 秀 ツ 幸富 イ ト キ 
光郎吉一つ准治治七光春雄光由郎郎肇幸恵ェ 

雲
雀
野

団
地
 
金
沢
マ
ツ
エ
 

嘉
瀬
地
区
 

ド
宇
田
野
二
区
 
其
田
 
幸
枝
 

下
宇
田
野

一
区
 
松
橋
 
富
秋
 

上
宇
田
野
二
区
 
中
谷
 
イ
ツ
 

上
宇
田
野

一
区
 

・

k
ー
こ
、
 

キ
ョ
 

白
川
テ
イ
子

中
谷
不
二
吉
 

の藤藤 

白 工工
川 藤藤 

武 
安良一
義村郎 

0 
女向林湯下中 

坂道下川 枝枝 

〇 〇 	 ⑨〇 〇 	〇喜 、 	〇 
双川 下下上南上下北野林東西更良下上下上 

LI」 LI' ．‘市 『 ， A一． ~" 

葉端 才自ネ自本派派本 岩岩生撫中中鍛鍛 
フべ’川」 	」山 ul_J r 、ノ八 lJハてー 	見見部区柏木自治治 

町町町木木町立立町崎町町町落 木木町町 

ごみ減量化推造週間 

(5 月30日～ 6 月 5 日） 

鎌
今
今
中
今
今
今
伊
太
佐
今
宮
今
菊
 
田
成
須
平
 

田
 
村
 
丸
田
藤
 
崎
 
池
 
中
 
田
崎
井
 

岡
 
慶
 
正
 

重
勝
利
武
久
幸
兼
時
政
八
与
徳
良
 
義
之

武
雄
広
宗
好
子
一
作
郎
一
郎
太
盛
治
 
操
道
助
清

菊
池
 
良
治

今
 

徳
盛

宮
崎
 
与
太

今
 
慶
八
郎

佐
藤
 
政
一

太
田
 
時
郎

伊
丸
岡
兼
作
 

須
崎
正
之
助
 

平
井
 
清
 



相談員の角田ひささん 

食
生
活
改
善
 

推
進
貝
の
 

斉
藤

テ
ル

エ
さ
ん
 今回は行楽シーズンや運動会などのお 

弁当にも最適な料理です。 

皆さんもどうぞお試し下さい。 

巻いておく。 

④鍋に油を熱し、③の肉の巻き終わり

を下に焼く。みりん、しょう油を入

れ、こげ目が全体につくように時々

転がす。 

⑤切りロが上になるよう盛りつける。 

●赤ウインナーの飾り切り

材 料（ 4 人分） 

ウインナ- 	12ケ 

ごま油 	 大サジ 1 

しょう油 	 小サジ 1 

こしょう 	 少々 

作り方 

①ヴインチーに切り目を入れ、ラライ 
パンにごま油を入れて妙め、調味料

を入れ形がこわれない様に味をつけ

る。 

凡喝準ぷり。呼 

8枚 

4 本 

10cm 

大サジ 2 

大サジ 2 

少々 

適宜 

大サジ 2 

●肉巻きアスパラ

材 料（ 4 人分） 

豚肉薄切り 	 8枚 

‘アスノぐラ 	 4 本 

人参 	 1ocm 

しょう油 	 大サジ 2 

みりん 	 大サジ 2 

こしょう 	 少々 

ごま油 	 適宜 

片栗粉 	 大サジ 2 

作り方 

①人参はアスパラ位の太さの拍子木切

りにして、かたゆでする。 

②アスパラの根の固い所は皮をむいて 

10cmの長さに切る。 

③豚肉を広げて片栗粉とこしょうをふ

って、人参とアスパラを少し斜めに 

(
 

行
政
相
談
を
ご利
用
＜
だ
さ
い
 

消
費
生
活
苦
情
相
談
員
は
 

身
近
な
相
談
相
手
で
す
 

相談員の小山内トシエさん 

相
談
方
法
は
直

接
、
電
話
、
文
書

の
い
ず
れ
で
も
よ

く
、
相
談
内
容
に

つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
 

最
近
、
悪
質
商

法
に
つ
い
て
の
苦
 

消
費
生
活
苦
情
相
談
員
は
、
商
  

情
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。

被
害

品
な
ど
に
対
す
る
安
全
性
、

品
質
  

に
あ
っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず
お
気

表
示
、
量
目
、
取
引
方
法
や
消
費
 
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

生
活
上
の
被
害
、
危
害
又
は
不
服
  

◆
町
の
消
費
生
活
苦
情
相
談
員
 

に
関
す
る
要
望
や
苦
情
に
つ
い
て
 

小
山
内
ト
シ
エ
 

相
談
相
手
に
な

り
、

適
切
に
指
導
 
金
木

字
芦
野
二
三
四
ー
四
六
 

解
決
す
る
の
が
仕
事
で
す
。
 

費
五
ニ
ー
」
」ハ
六
三
 

(
 

な
る
の
が
行
政
相
談
員
で
す
。
 

ば
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

い
。
 

●

苦
情
を
直
接
申
し
出
に
く
い
 
相
談

方
法
は
、
ロ
頭
・
電
話

・
 

●

ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
の
か
 
手
紙
の
い
ず
れ
で
も
結
構
一で
す
。
 

わ
か
ら
な
い
 

ま
た
、
相
談
内
容
に
つ
い
ーて
は
秘
 

●

苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
措
置
 
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
安
芯
で
す
。
 

に
納
得
で
き
な
い
 
受

け
た
相
談
は
そ
れ
ぞ
・
れの
事
 

●

処
置
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
 
例
や
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
そ
の

な
ど
行
政
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
 
後
の
行
政
運
営
に
生
か
す
と

い
う
 

⑩ 広報かなぎ聞I川llII'll 

町
民
の
皆
さ
ん

が
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
、
行
政
の

行
う
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
や
要
望
・

意
見
な
ど
が
あ
っ

た
と
き
、
最
も
身

近
な
相
談
相
手
に
 

大
切
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
 

定
例
相
談
日
は
、
 「
お
知
ら
せ
 

版
」
 
を
ご覧
下
さ
い
。
 

◆
町
の
行
政
相
談
員
 

角
田
 
ひ
さ
 

金
木
字
朝
日
山
四

一
四
 

費
五
三
ー
三

一
二
八
 



児童の年齢についての経過措置 

第 1子 
平成 3 年1月 2 日以降に 

生まれた児童 

3 歳の誕
生日の属
する月分
まで支給 

第 2 子

以降 

平成元年1月1日 

～平成元年12月31日生まれの児童 

歳
日
る
で
 

の
の
月
支
 

誕
属
分
給
  

4
生
す
ま
 

平成 2 年1月 1日 

～平成 2 年12月31日生まれの児童 

平成 5 年 

12月分ま

で支給 

平成 3 年1月1日以降に 

生まれた児童 

歳
日
る
で

の
の
月
支
  

3
生
す

ま

誕
属
分
給
 

申
請
は
お
済
み
で
す
か
 

児
童
手
当
の
し

く
み
 

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
で

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
 

次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全

な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的

と
し
、
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
 
 し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く

て
も
、
そ
の
児
童
を
監
護
・
養
育

し
、
 一
定
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が

一
定

以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に

よ
り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
 
 ん

。
 

な
お
、
平
成
4
年
1
月
か
ら
の

制
度
改
正
に
よ
り
、
支
給
の
対
象

と
な
る
児
童
の
年
齢
に
つ
い
て
は

表
の
よ
う
な
経
過
措
置
が
あ
り
ま

す
。
 さ

ま
ざ
ま
な
届
出
 

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

か
ら
開
始
（
一
部
特
例
が
あ
り
ま

す
。）
さ
れ
、
毎
年
2
月
、
6
月
、
 

1
0月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
月
額
で
第
1
子

五
千
円
、
第
2
子
五
千
円
、
第
3
 

子
以
降

一
万
円
と
な
り
ま
す
。
 

〈
す
べ
て
の
受
給
者
の
方
v
 

毎
年
6
月
中
に
児
童
の
養
育
の

状
況
な
ど
、
引
き
続
き
児
童
手
当

を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
「
現
況
届
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

八
他
市
町
村
に
住
所
が
変
わ
っ
た
 

と
き
v
 

前
の
市
町
村
に
 
「受
給
事
由
消

滅
届
」
を
提
出
し
、
新
し
い
市
町

村

へ
、
 「認
定
請
求
書
」
を
提
出

し
て
下
さ
い
。
 

ま
た
、
転
出
後
の
市
町
村
で
の

手
続
き
に
、
前
住
所
地
の
市
町
村

長
が
発
行
す
る
「
児
童
手
当
用
所
 
 得

証
明
書
」
 
が
必要
と
な
り
ま
す

の
で
、
転
出
の
際
に
ご
準
備
く
だ

さ
い
。
 

〈
手
当
の
額
が
増
え
る
と
き
、
あ

る
い
は
減
る
と
き
V
 

出
生
な
ど
の
事
由
に
よ
り
支
給

の
対
象
と
な
る
児
童
が
増
え
た
と

き
は
「
額
改
定
請
求
書
」
を
。
支

給
対
象
児
童
の

一
部
が
年
齢
要
件

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
や
児

童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
対
象
児
童
が
減
っ
た
と

き
は
「
額
改
定
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

〈
手
当
の
支
給
が
終
わ
る
と
き
V
 

対
象
児
童
の
す
べ
て
が
年
齢
要

件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
や

児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
対
象
児
童
が
い
な
く

な
っ
た
と
き
は
「
受
給
事
由
消
滅

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

八
受
給
者
の
方
が
会
社
を
退
職
さ

れ
た
と
き
v
 

会
社
を
退
職
し
て
、
厚
生
年
金

の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
な
ど

も
、
届
出
が
必
要
で
す
。
 

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
や

詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、
 

お
気
軽
に
窓
ロ
へ
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

国 
民 
年 
金 
情 
報 

免
除
期
間
と

追
納
 

所
得
が
少
な
い
、
失
業
で
収
入

が
な
い
、
な
ど
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
、
国
民
年
金
に
は

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
、
免
除
さ
れ
た
期
間
を
保

険
料
免
除
期
間
と
い
い
ま
す
。
 

こ
の
免
除
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
年
金
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
）
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
は
三
分
の
ー
に
な
る

の
で
、
保
険
料
を
納
付
し
た
と
き

に
比
べ
て
低
額
の
年
金
に
な
り
ま

す
。
 

そ
こ
で
、
生
活
に
余
裕
が
で
き

た
と
き
に
、
十
年
前
ま
で
の
免
除

期
間
に
つ
い
て
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
」
制
度

を
利
用
し
、
満
額
、
あ
る
い
は
満

額
に
近
い
年
金
を
受
け
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。
 

追
納
の
申
込
み
は
社
会
保
険
事

務
所
、
役
場
町
民
課
年
金
係
へ
。
 

IIIIIlHIH 川川 広報かなぎ 
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(
 

血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と
脳

血
管
障
害

（
脳卒
中
）
冠
動
脈
疾

患
な
ど
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
高
血
圧
の
治
療
の
目
標
は
血

圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
合
併
症
を
防
ぎ

よ
り
よ
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

血
圧
を
下
げ
る
薬

（
降圧
剤
）
 
 は

現
右
も
っ
と
も
種
類
の
多
い
薬

剤
の

ー
つ
で
あ
り
、
お
び
た
だ
し

い
数
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
需

要
が
あ
り
、
ひ
と
た
び
服
用
す
れ

ば
大
部
分
の
例
で
飲
み
続
け
る
こ

と
に
な
り
、
製
薬
会
社
と
し
て
も

利
益
に
つ
な
が
る
た
め
で
し
ょ
う
。
 

確
か
に
こ
れ
だ
け
の
種
類
の
降
圧

剤
が
あ
れ
ば
患
者
さ
ん
の
病
態
に
 
 あ

わ
せ
使
い
わ
け
る
こ
と
も
で
き
、
 

腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
高
血
圧
の
治
療
の
目
標

は
単
に
血
圧
を
下
げ
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
脳
卒
中
な
ど
の
合

併
症
を
防
ぎ
、
よ
り
よ
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
ま
ず
行
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
生
活
習
慣
の
改
善
ー
体
重
の
 
 減

量

・
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
の
制
限
 

・

規
則
的
な
生
活
・
食
塩
摂
取
制

限

・
禁
煙
な
ど
の
一
般
療
法
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
効
果
が
不
十
分
の
場
合

に
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
は
継
続

し
な
が
ら
薬
物
療
法
の
開
始
と
な

る
訳
で
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
は

血
圧
以
外
に
も
糖
尿
病
、
虚
血
性

心
疾
患
等
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
一

般
で
重
要
で
す
。
 

で
は
実
際
に
ど
の
程
度
の
血
圧

で
生
活
改
善
を
含
め
て
降
圧
療
法

を
始
め
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。
 

内
科
外
来
で
多
く
み
か
け
る
6
0歳

以
上
の
場
合
に
つ
い
て
は
一
般
的

に
6
0歳
代
で
卿
／
9
5器
以
上
、
7
0
 
 

歳
代
で
は
m
/
9
5歌
以
上
で
あ
れ

ば
治
療
の
対
象
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
上
の
方
の
血
圧
が
年
齢
に

伽
を
加
え
た
以
上
と
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
老
年
者
で
は
個
人
差
が
大

き
く
、
ま
た
特
に
問
題
と
な
っ
て

く
る
の
が
夜
間
に
血
圧
が
下
が
り

過
ぎ
る
こ
と
で
す
。
下
げ
過
ぎ
て

も
脳
卒
中
は
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
で
き
る
だ
け
穏
や
か
に
血

圧
を
下
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
 

降
圧
療
法
の
基
本
は
生
活
改
善

で
示
さ
れ
る
一
般
療
法
で
あ
り
、
 

要
す
る
に
長
寿
の
秘
訣
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
 

i 

全間正解者の中から抽選で 3 名様に素 

敵な記念品を差し上げます。どんどん応 

募して下さい。 

応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電 

話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記事③ 

つまらなかった記事（④）ご意見・ご感想を 

記入のうえ 

〒O37-O2 
金木町大字金木字朝日山323 
金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 6 月 5 日当日消印有効。 

当選者の発表は 5 月号に掲載します。 

4月号の答 

⑧トイレ 

⑧野外ステージ 

厳選なる抽選の結果、当選者は次の 3 名 

です。 

このクイズは金木町にちなんだ施設、名

称、文化財などを再発見してもらおうと 

I 問題にしたものです。 

I Q・低）神木とされている＋二本ヤス樹種 

~ は一体何？ 

~ 	金 木 野 宮 タ rさん 
~ 事艮市 警 田 亜矢予 さん 

~ 金 木 野 冨 健 司 さん 

~ 、たくさんのご応些、誉重なご意見有難 

~ つございまて。今回当選しなカ
にめげすどしどしご応募く 

ん
 

さ
 

ズ 

ふるさと発見 

ケ
 

イ り 

①
 

~ 



戸
籍
の
窓
 

4
月
届
出
分
 

お
め
で

と
う
 

石
岡
 

洋

輔

（
裕
海
）
金
 
木
 

米

塚
 
広
史

（
弘敏
）
金
 
木
 

吉
 
田
 
晴
香

（
満

）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
津
田
 
克
也
（
昇

）
相
馬
村
 

「
下
山
由
香
利

（
清
臣
）
金
 
木
 

（福
士
 
広

伸
（
四
千
雄
）
金
 
木
 

「
木
村
 
昌
子
（

敏
）
木

造
町
 

露

響
範
毎
鵬
 

羅
原磐
編
編
稽
 

窯
和
警
銭
簿

羅
 
警
唾

驚
細
 

露
無

一
鍵
話鱗
 

霞
f維
菱
和
騒
 

（艦
「美
『一
籍藷
稽
 

無
『
「一
晴一」
叙
 お

く
や
み
 

ミ
 
エ
（
7
2オ
）
喜
良
市
 

治

（
5
2才
）
嘉
 
瀬

久

治

（
7
0才
）
川
 
倉

徳
衛

（
7
5才
）
金
 
木

光
博

（
6
2才
）
金
 
木

豊
八

（
9
1オ
）
喜
良
市

か
 
し
（
9
3才
）
金
 
木

力
 
子
（
8
5才
）
嘉
 
瀬

と
み
魚

（
6
1才
）
金
 
木
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町

に
住
所

を
有
し
て
い
る
方

々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

ノ
 

前年同月比 

L 	45 

ごュ 	88 

L 	133 

L 	10 

4月末現在

男 6,114人

女 6,738人

計 12,852人

世帯数 3,873 

人
ロ
と
世
帯
 

／
ー
 

角今白 米中船泉小桑

田 

ノーー、 ~へ 

この度めでたく 「かなぎ公民館ブライダル」 （企画・進
行＝事務局 「金木町中央公民館」）によりカップルとな
られた若いお二人をご紹介いたします。 

ii日 III川川広報かなき ⑩ 

はじめまして 
ようすけ 
洋 輔ちゃん 

4 月10日生まれ 
体重 	3, 762 g 
金木小川 町 

石岡裕海さんの長男 
大らかで、のびのびと育 
ってほしい 

（母 由 香より） 

HAPPy Wedding 
●

か
徐
ぎ
公
民
館
 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中

央
公
民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配

い
た

し
ま
す
。
（
T
E
L
5
31
3
5

8
1
)
 

ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た

豪
華
桐
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特

典
が

あ
り
ま
す
。
 


